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あなたの区政

�平成14年第4回江戸川区議会定例会が、11月25日Bから
12月5日Eまでの会期で開催され、補正予算案などの議案
が慎重に審議されています。今回の本会議冒頭に行われた
多田区長の招集あいさつ全文を紹介します。

平
成
14
年
第
4
回
区
議
会
定
例

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
愛
を
基
盤
と
し
て

誇
り
う
る
本
区
の
姿
を

先
月
、
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
が
本

区
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
級
河
川

の
名
を
自
治
体
名
と
す
る
市
町
村

が
一
堂
に
集
ま
り
、「
川
は
流
域

の
自
治
体
に
と
っ
て
、
い
か
に
あ

る
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
多
く

の
区
民
の
方
々
に
も
参
加
を
い
た

だ
い
て
、
意
義
あ
る
催
し
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
と
意
見
交
換
す

る
中
で
、
あ
ら
た
め
て
、
豊
か
な

自
然
空
間
を
も
た
ら
す
河
川
や
海

が
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
こ
と

の
幸
せ
を
か
み
し
め
、
こ
れ
を
地

域
の
個
性
と
し
て
生
か
し
、
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
川
サ
ミ
ッ
ト
で
本
区
を

訪
れ
た
方
々
の
多
く
が
、
区
民
ま

つ
り
へ
の
参
加
や
、
地
域
住
民
と

の
交
流
の
中
で
、江
戸
川
区
の「
心

の
温
か
さ
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
誠
に
う
れ
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
の
温ぬ

く

も
り
は
、
か
つ
て
水
害
か
ら
ま
ち

（
2
面
へ
つ
づ
く
）

を
守
り
、
す
ば
ら
し
い
江
戸
川
区

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
、
区
を
あ
げ

て
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
培
わ
れ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
域
愛
を
基
盤
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
、地
域
一
丸
と
な
っ
た

「
共
育
」「
協
働
」
を
進
め
、
新
た
な

時
代
に
誇
り
う
る
、
本
区
の
姿
を

示
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
全
財
政
を
堅
持
し

生
き
た
区
政
を
展
開

さ
て
、
国
内
の
社
会
経
済
状
況

に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
こ
の
一
年
、

景
気
の
低
迷
か
ら
抜
け
出
せ
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
米
国

経
済
の
後
退
の
影
響
を
受
け
、
先

行
き
へ
の
懸
念
か
ら
株
価
が
下
落

す
る
な
ど
、
む
し
ろ
こ
れ
ま
で
以

上
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
先
の
見
え
な
い
時
代
で

あ
る
今
こ
そ
、
区
民
が
安
心
と
希

望
を
抱
く
こ
と
の
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
に
向
け
、強
い
決
意
で

区
政
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
内
部
努
力
を

徹
底
し
、
一
層
の
健
全
財
政
を
堅

持
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
最
も
価

値
あ
る
使
途
と
は
何
か
を
、
厳
し

く
探
求
し
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
区
民
が
真
に
求
め
る
施
策
を

峻し
ゅ
ん

別べ
つ

し
、
機
を
失
せ
ず
に
、
生
き

た
区
政
を
展
開
し
て
、
期
待
に
応こ

た

え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

将
来
を
託
せ
る

安
心
の
福
祉
施
策

そ
こ
で
今
、
最
も
大
き
な
課
題

で
あ
る
福
祉
施
策
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
。

平
均
年
齢
の
若
い
本
区
で
も
高

齢
化
が
着
実
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま

す
。
64
万
人
と
い
う
大
都
市
で
高

齢
化
率
が
高
ま
る
こ
と
は
、
人
数

の
上
で
の
影
響
が
大
き
く
、
長
期

的
な
見
通
し
に
立
っ
た
施
策
展
開

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、現
在
、計
画
改
定
検
討

委
員
会
を
開
催
し
て
、
来
年
度
以

降
の
5
年
間
を
想
定
し
た
、
第
2

期
事
業
計
画
の
検
討
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、広

く
区
民
の
意
見
を
聴
か
せ
て
い
た

だ
き
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と
適
正
な

保
険
料
の
あ
り
方
に
つ
き
ま
し
て
、

将
来
を
託
せ
る
、
安
心
の
保
険
制

度
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

障
害
者
福
祉
で
は
、
来
年
4
月

に
、
待
望
久
し
い
障
害
者
複
合
施

設
「（
仮
称
）江
戸
川
区
立
障
害
者

支
援
ハ
ウ
ス
」
を
開
設
し
、
在
宅

で
暮
ら
す
障
害
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
施
設
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
施
設
、

知
的
障
害
者
生
活
寮
な
ど
を
整
備

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域

自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設

し
、
障
害
者
の
在
宅
で
の
暮
ら
し

を
し
っ
か
り
と
支
え
る
体
制
を
整

え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
運
営
は

民
間
委
託
を
基
本
と
し
、
年
中
無

休
で
区
民
の
期
待
に
応
え
る
こ
と

と
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り

ま
し
た
障
害
者
歯
科
診
療
に
つ
き

ま
し
て
は
、
江
戸
川
五
丁
目
に
用

地
の
確
保
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

江
戸
川
区
歯
科
医
師
会
と
十
分
協

議
し
、
来
年
度
よ
り
、
診
療
所
を

開
設
す
る
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

保
育
定
員
を
拡
充
し

子
育
て
を
支
援

次
に
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
何
と
言
っ
て
も

保
育
定
員
の
拡
充
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。

保
育
園
の
待
機
児
解
消
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
13
年
度
、
14
年

度
に
限
っ
て
も
、
公
設
民
営
保
育

園
を
含
め
、
公
・
私
立
合
わ
せ
て

3
園
の
認
可
保
育
園
の
ほ
か
、
認

証
保
育
所
9
園
が
開
設
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
保
育
定
員
で
8

4
4
名
も
の
拡
大
を
図
り
、
か
つ
、

要
望
の
高
い
低
年
齢
児
枠
は
、
そ

の
う
ち
6
0
1
名
を
数
え
る
の
で

あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
保
育
需
要

の
高
い
地
域
で
、
低
年
齢
児
を
中

心
に
し
て
の
定
員
枠
の
拡
大
に
一

層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

心
意
気
と
連
帯
の
力
を

発
揮
す
る
区
内
産
業

ま
た
、
長
引
く
不
況
の
影
響
を

受
け
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
区
内
産
業
で
あ
り
ま
す

が
、
一
方
で
は
、
不
況
に
屈
し
な

い
心
意
気
と
連
帯
の
力
を
随
所
に

感
じ
る
の
で
あ
り
ま
す
。「『
食
』文

化
の
祭
典
」や
、「
産
業
と
き
め
き

フ
ェ
ア
」
の
熱
気
を
は
じ
め
、
商

店
街
活
性
化
に
向
け
て
知
恵
を
出

し
合
い
、
協
力
し
て
魅
力
を
高
め

よ
う
と
す
る
取
り
組
み
や
、
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て
、

お
互
い
に
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
企
業
の

姿
は
、
誠
に
頼
も
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
て
懸
命
に
努
力

す
る
区
内
産
業
が
、
蓄
え
た
力
を

遺
憾
な
く
発
揮
で
き
る
条
件
づ
く

り
こ
そ
大
切
で
あ
り
ま
す
。

新
長
期
計
画

当
面
の
主
な
取
り
組
み

さ
て
、
将
来
に
向
け
て
本
区
の

よ
っ
て
立
つ
べ
き
指
針
で
あ
る
、

新
長
期
計
画
「
え
ど
が
わ
新
世
紀

デ
ザ
イ
ン
」に
つ
き
ま
し
て
は
、現

在
、
実
施
計
画
を
策
定
中
で
あ
り

ま
す
が
、こ
こ
で
、当
面
の
主
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

！



■
ポ
ニ
ー
の
蹄
鉄
に
飾
り
つ
け

を
し
て
、
す
て
き
な
リ
ー
ス

を
作
り
ま
し
ょ
う

（ 3 ）
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お
手
伝
い
し
ま
す

熟
年
者
住
ま
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

�
住
ま
い
の
補
修
な
ど
で
お
困

り
の
熟
年
者
の
方
の
た
め
に
、

大
工
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が

「
熟
年
者
住
ま
い
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
自
分
で
は
家
の
修
理
が
で
き

な
い
方
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

対
象

①
原
則
と
し
て
65
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
、
ま
た
は
65
歳
以

上
の
熟
年
者
の
み
の
世
帯

②
身
体
的
・
経
済
的
事
情
な
ど

で
補
修
が
自
力
で
は
困
難
な

方

内
容
�
戸
の
建
て
つ
け
が
悪
い

な
ど
、
半
日
程
度
で
終
わ
る

補
修
工
事

費
用
�
工
賃
は
無
料

※
材
料
費
は
自
己
負
担
。

※
賃
貸
住
宅
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
家
主
の
承
諾
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

後
援
�
江
戸
川
区

�
�
�
「
熟
年
者
住
ま
い
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
推
進
協
議
会

（
東
京
土
建
江
戸
川
支
部
内
）

1（
3
6
5
5
）6
4
4
8
＝

土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
9

時
〜
17
時

日
時
�
12
月
15
日
a
9
時
30
分

〜
12
時

定
員
�
区
内
在
住
の
小
・
中
学

生
30
人
（
抽
選
）

講
師
�
江
戸
川
区
乗
馬
同
好
会

会
員

�
・
会
場
�
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
・
学
校
名
・

学
年
を
記
入
し
郵
送
、
〒
133

―
0
0
6
1
�
篠
崎
町
3
〜

12
〜
17
�
篠
崎
ポ
ニ
ー
ラ
ン

ド
1（
3
6
7
8
）7
5
2
0

※
12
月
10
日
c
必
着
。
重
複

申
し
込
み
は
無
効
。

�
何
か
を
学
び
た
い
・
始
め
た

い
方
へ
の
情
報
誌
「
江
戸
川
区

人
材
名
簿
Vol.
8
」
を
作
成
し

ま
す
。
名
簿
は
、
区
内
各
施
設

に
置
か
れ
、
講
師
・
指
導
者
を

探
し
て
い
る
方
、
講
演
を
依
頼

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
グ
ル
ー

プ
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
今
回
改
訂
版
を
発
行
す
る
に

あ
た
り
、
優
れ
た
技
術
や
知
識

を
お
持
ち
の
方
で
、
新
た
に
掲

載
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し

ま
す
。
な
お
、
発
行
は
15
年
3

月
の
予
定
で
す
。

掲
載
資
格
�
優
れ
た
技
術
や
知

識
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

区
民
の
た
め
に
活い

か
し
て
く

だ
さ
る
方

※
営
利
・
政
治
・
宗
教
活
動

な
ど
を
目
的
と
し
た
も
の
、

公
序
良
俗
に
反
す
る
活
動
は

除
き
ま
す
。

�
�
�
区
内
各
施
設
窓
口
の「
登

録
用
紙
」
に
記
入
し
、
直
接

持
参
ま
た
は
郵
送
、
〒
132

―
8
5
0
1
（
住
所
不
要
）

�
江
戸
川
区
文
化
課
推
進
係

1（
5
6
6
2
）0
3
0
0

※
12
月
20
日
f
必
着
。

�
初
心
者
サ
ー
ク
ル
の
指
導
や

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
の

た
め
に
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

動
す
る
方
を
養
成
す
る
講
習
会

で
す
。

日
時
・
会
場
�
左
表
の
と
お
り

応
募
種
目
�
次
の
中
か
ら
1
種

目
を
選
択
h
①
卓
球
／
②
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
／
③
硬
式
テ
ニ

ス
／
④
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

対
象
�
応
募
種
目
の
運
動
経
験

が
1
年
以
上
あ
り
、
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
動
す
る
意
欲
の

あ
る
方
各
種
目
15
人（
抽
選
）

費
用
�
実
技
保
険
代
1
0
0
0

円
（
初
日
に
徴
収
）
／
普
通

救
命
テ
キ
ス
ト
代
1
0
0
0

円
（
共
通
実
技
講
習
初
日
に

徴
収
）

◎
講
習
会
修
了
者
に
は
、
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
登
録
で
き
ま

す
。

�
�
�
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

・
応
募
種
目
を
記
入
し
郵
送
、

〒
132
―
8
5
0
1
（
住
所
不

要
）
�
江
戸
川
区
教
育
委
員

会
ス
ポ
ー
ツ
係
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
習
会
」
1（
5
6
6
2
）

1
6
3
6

※
15
年
1
月
10
日
f
必
着
。

日
時
�
12
月
15
日
a

▽
女
子
h
11
時
か
ら

▽
男
子
h
14
時
か
ら

�
※
雨
天
実
施
。

会
場
�
陸
上
競
技
場

入
場
料
�
前
売
り
h
1
5
0
0

円
／
当
日
h
1
7
0
0
円

�
※
中
学
生
以
下
は
無
料
。

後
援
�
江
戸
川
区
�
ほ
か

チ
ケ
ッ
ト
�
区
球
場
・
陸
上
競

技
場
で
発
売
中

チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

�
区
民
の
方
を
対
象
に
、
先
着

1
0
0
組
（
2
0
0
人
）
を
無

料
招
待
し
ま
す
。

�
�
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
を
記
入
し
郵

送
、
〒
103
―
0
0
0
6
�
中

央
区
日
本
橋
富
沢
町
4
〜
9

�
日
本
ラ
ク
ロ
ス
協
会
「
ラ

ク
ロ
ス
全
日
本
選
手
権
江
戸

川
区
民
招
待
係
」

締
め
切
り
�
12
月
9
日
b
の
消

印
ま
で
有
効

《
�
・
主
催
》

日
本
ラ
ク
ロ
ス
協
会

1（
3
6
6
6
）2
8
6
2

日
時
�
12
月
15
日
a
8
時
20
分

開
会
（
雨
天
実
施
）

会
場
�
清
新
第
三
小
学
校
校
庭

※
小
学
生
の
部
決
勝
は
、
ラ

ク
ロ
ス
全
日
本
選
手
権
決
勝

会
場
で
行
い
ま
す
。

�
�
ス
ポ
ー
ツ
係

�
1（
5
6
6
2
）1
6
3
6

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
習
会

問
申

問
申

江
戸
川
区
ソ
フ
ト
ラ
ク
ロ
ス
大
会

第
7
回

【

】

[
西
食
品
市
場
と
オ
ル

ゴ
ー
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

日
時
�
12
月
17
日
c
9
時
30
分

〜
15
時
30
分
（
雨
天
実
施
）

集
合
�
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

コ
ー
ス
�
[
西
食
品
市
場
h
鶴

岡
江
戸
屋
敷
h
ホ
テ
ル
シ
ー

サ
イ
ド
江
戸
川
（
昼
食
）
h

オ
ル
ゴ
ー
ル
館

費
用
�
昼
食
代
1
4
3
0
円
・

オ
ル
ゴ
ー
ル
館
入
館
料
5
0

0
円

�
�
�
12
月
2
日
b
9
時
〜
17

時
に
電
話
で
受
け
付
け
、
抽

選
。
区
政
案
内
係
1（
5
6

6
2
）6
1
6
8

問
申

問
問

あ
な
た
の
優
れ
た
技
術
・
知
識
を

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

申

無料

熟
年
者
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

リ
ズ
ム
運
動
男
性
初
心
者
教
室
無料

マ
ン
ボ
や
ル
ン
バ
の
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
た
軽
い
運
動
で
す
。

日
程
�
15
年
1
月
19
日
a
〜
3

月
23
日
a
の
毎
週
日
曜
13
時

〜
15
時（
全
10
回
）

会
場
・
定
員
�
左
表
の
と
お
り

福
祉
作
業
所

も
ち
つ
き
ま
つ
り

第29回も
ち
つ
き
を
通
し
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
ま
す
。

日
時
�
12
月
7
日
g
11
時
〜
14

時
30
分
（
雨
天
実
施
）

内
容
�
式
典
（
11
時
30
分
）
／

ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
／
手
づ

く
り
コ
ー
ナ
ー
／
バ
ザ
ー
／

模
擬
店
�
ほ
か

�
�
福
祉
作
業
所

（
西
小
岩
3
〜
25
〜
15
）

1（
3
6
5
7
）1
9
7
1

※申込人数が定員を大きく下回った
場合は、ほかの会場へ振り替えて
いただくときがあります。

問
問
申

第
13
回

ラ
ク
ロ
ス
全
日
本
選
手
権
決
勝

日時�12月8日a10時30分から／
13時30分から（雨天中止）

費用�無料（カメラ・小道具など
は持参）

��自然動物園1（3680）0777

日時�12月21日g18時から
会場�グリーンパレス5階孔雀の間
定員�80人（先着順）
料金�8,000円（フリードリンク／税・

サービス料込み）
※当日受け付けにて申し受けます。

���12月2日b10時から電話で、グリ
ーンパレスマツヤ1（3651）2228

日時�12月16日b18時から
（ショーは19時30分から）

�会場�総合区民ホール2階太陽の間
�料金�16,000円（税込み）

����直接窓口または電話で、
船堀マツヤサロン1（5676）5511

申問

申問

問

問
申

申

対
象
�
区
内
在
住
で
リ
ズ
ム
運

動
経
験
の
な
い
60
歳
以
上
の

男
性

�
�
�
12
月
2
日
b
9
時
か
ら

電
話
で
先
着
順
、
生
き
が
い

係
1（
5
6
6
2
）0
0
3
9

■かわいいヒツジと一緒に、オリジナル
年賀状写真で新年のごあいさつをY

内 容 日 程 時 間 会 場

共通講義
（全6回）

15年1月17日f・20
日b・22日d・24
日f・27日b、3月
14日f

19時～21時 総合文化セン
ター研修室

共通実技
（全5回）

15年1月26日a 9時～12時 江戸川消防署

15年1月29日d・31
日f、2月3日b・
5日d

19時～21時 鹿本中学校
体育館

種
目
別
実
技
（
各
全
5
回
）

卓 球
15年2月7日～3月7
日の毎週金曜 19時～21時 総合体育館

バドミ
ントン

硬�式
テニス

15年2月12日～3月
12日の毎週水曜 10時～12時 谷河内

テニスコート

ウオー
キング

15年2月6日～3月6
日の毎週木曜 19時～21時 第六[西小学

校体育館

小
岩
く
す
の
き
カ
ル

�
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

東
部
フ
レ
ン
ド

�
ホ
ー
ル

平
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

�
�
�
�
�
会
館

[
西
く
す
の
き
カ
ル

�
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

会
　
　
　
場

東
小
岩
2
〜
6
〜
22

瑞
江
2
〜
5
〜
7

平
井
4
〜
18
〜
10

宇
喜
田
町
191

松
島
1
〜
38
〜
1

所
　
在
　
地

30
人

30
人

30
人

40
人

40
人

定
員

3
月
2
日
a
は

東
部
区
民
館

3
月
9
日
a
は

小
松
川
区
民
館

備
　
　
　
考

来年の干支

（ 2 ）

広 報 え ど が わ 2002年（平成14年） 12月1日

申
込
書
配
布
・
申
込
期
間

�
12
月
2
日
b
〜
10
日
c

�
※
土
・
日
曜
を
除
く
。

申
込
書
の
配
布
場
所

区
役
所
区
民
課
・
各
事
務
所

庶
務
係
、
東
京
都
住
宅
供
給

公
社
本
社
・
各
支
社
・
各
窓

口
セ
ン
タ
ー

※
12
月
7
日
g
・
8
日
a
は
、

都
庁
第
一
本
庁
舎
1
階
自
治

展
示
ホ
ー
ル
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

募
集
内
容

①
ポ
イ
ン
ト
方
式
h
ひ
と
り
親

（
母
子
・
父
子
）
世
帯
、
高

齢
者
世
帯
、
心
身
障
害
者
世

帯
、
多
子
世
帯
、
特
に
収
入

の
低
い
一
般
世
帯
、
車
い
す

使
用
者
世
帯

②
単
身
者
向
け
h
50
歳
以
上
の

方
、
身
体
障
害
者
手
帳
4
級

以
上
の
方
な
ど

③
単
身
者
用
車
い
す
使
用
者
向

け
h
身
体
障
害
者
手
帳
2
級

以
上
の
方
な
ど

④
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住
宅
h
65
歳

以
上
の
単
身
者
ま
た
は
2
人

世
帯

⑤
多
家
族
世
帯
向
け
h
原
則
と

し
て
5
人
以
上
の
世
帯

⑥
定
期
使
用
住
宅
（
若
年
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
）
h
夫
婦
そ
れ

ぞ
れ
の
年
齢
が
40
歳
未
満
で
、

夫
婦
の
み
ま
た
は
夫
婦
と
子

の
世
帯

⑦
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
h
本

人
を
含
め
同
居
親
族
全
員
が

40
歳
未
満
の
世
帯

主
な
申
し
込
み
資
格

▽
都
内
に
引
き
続
き
3
年
以
上

居
住
し
て
い
る
20
歳
以
上
の

方
（
20
歳
未
満
の
既
婚
者
を

含
む
）
で
、
住
民
票
ま
た
は

外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項

証
明
書
で
証
明
で
き
る
こ
と

�
※
①
の
車
い
す
使
用
者
世
帯

�
・
⑤
・
⑥
・
⑦
に
つ
い
て
は
、

申
込
日
現
在
、
都
内
に
居
住

し
て
い
て
住
民
票
な
ど
で
証

明
で
き
れ
ば
申
し
込
め
ま
す
。

▽
世
帯
全
体
の
所
得
が
基
準
内

に
あ
る
こ
と

▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

◎
詳
し
く
は
「
募
集
の
案
内
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
�
い
ず
れ
も
郵
送
で

�
�
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
1

（
3
4
9
8
）
8
8
9
4
／

江
戸
川
区
住
宅
課
相
談
係
1

（
5
6
6
2
）0
5
1
7

基本的人権が尊重される社会は、誰もが幸せで安心
して暮らせる理想の社会です。その実現には、私たち
一人ひとりが日常生活の中で人権の意味や大切さを理
解し、態度や行動に結びつけることが必要です。
区では、講演会の開催などを通して、人権意識の普

及・啓発に努めています。身近なことから人権につい
て考えてみましょう。 総務課1（5662）6264 第54回人権週間 12月4日D～10日C

講
演
と
映
画
の
つ
ど
い

■
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
図
ろ
う

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」と
い
っ
た
男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と

ら
え
る
意
識
は
、
今
な
お
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
に

対
す
る
暴
力
の
問
題
も
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。
憲
法
に
明
記
さ
れ

て
い
る
男
女
平
等
の
理
念
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

■
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

い
じ
め
や
体
罰
に
加
え
、
近
年
で
は
親
の
虐
待
行
為
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
健
や
か
に
成
長
す

る
た
め
に
は
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
豊
か
な
人
間
関
係
の
中
で
暮
ら

せ
る
環
境
が
必
要
で
す
。

■
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

高
齢
者
に
対
す
る
就
職
差
別
や
身
体
的
・
心
理
的
虐
待
、
経
済
的

虐
待
な
ど
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
自
立
し
た
個

人
と
し
て
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

■
同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
・
差
別
を
な
く
そ
う

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
は
、
同
和
地
区
（
被
差
別
部
落
）
の
出

身
と
い
う
だ
け
で
就
職
や
結
婚
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
差
別
を
受
け

る
不
当
な
人
権
侵
害
で
、
今
で
も
誤
解
や
偏
見
に
よ
る
差
別
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
同
和
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
、
自
ら
の
意
識
を
見
つ

め
直
し
て
、
差
別
を
許
さ
な
い
明
る
い
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

■
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

■
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

■
外
国
人
に
対
す
る
偏
見
・
差
別
を
な
く
そ
う

■
エ
イ
ズ
・
ハ
ン
セ
ン
病
等
に
対
す
る
偏
見
・
差
別
を
な
く

そ
う

■
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

■
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
よ
う

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は
や
め
よ
う

■
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

■
環
境
保
護
の
理
解
を
深
め
よ
う

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時

12
月
10
日
c
13
時
20
分

〜
16
時

会
場

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
小

ホ
ー
ル

内
容

▽
講
演「
歴
史
か
ら
み
た
差
別
」

（
作
家
・
井
沢
元
彦
）

▽
映
画
「
花
咲
く
日
」

定
員

5
0
0
人

無
料

問

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

《
東
京
都
募
集
》

・申込先 〒134-0091 船堀４～１～１ 総合区民ホール1（5676）2211

問 申

第
54
回
人
権
週
間
強
調
事
項

紙類のごみ処理にお困りの商店・事務所・会社などは、「江戸川区事業系古紙
リサイクル制度」をご利用ください。 清掃・リサイクル課@（5662）1689問

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
初
日
の
出
見
学

6
時
15
分
〜
7
時
20
分

展
望
室
か
ら
の
初
日
の
出
に
、
抽
選
で
1
5
0
人
の
方

を
ご
招
待
し
ま
す
。

往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
（
6
人
ま
で
）
の
住
所

・
氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
郵
送

※
12
月
12
日
e
の
消
印
ま
で
有
効
。
発
表
は
発
送
を
持

っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
展
望
室
見
学
》

入
場
制
限
な
し
で
開
放
し
ま
す
。

澄
み
切
っ
た
空
の
下
に
ひ
ろ
が
る
関
東
平
野
や

富
士
山
な
ど
、
地
上
1
1
5
ｍ
の
パ
ノ
ラ
マ
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

《
催
し
》

1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
、
和
太
鼓
演
奏

や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
模
擬
店
な
ど
の
企
画
を
用

意
し
て
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
映
画
館
な
ど
の
テ
ナ
ン
ト
も
営
業
し
て
い
ま
す
。

◎
駐
車
場
は
6
時
15
分
〜
22
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

2
0
0
3
年
の
初
日
の
出
を
ど
こ
で
迎
え
ま
す
か
？

元
旦
イ
ベ
ン
ト

10
時
〜
15
時

新
年
を
み
ん
な
で
祝
お
う
Y

申

限定
150人

ま
ず
、
来
年
4
月
よ
り
、
地

域
の
保
健
セ
ン
タ
ー
・
保
健
相

談
所
を
、「
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
と
改
称
し
、
区
民
が
集

い
、
交
流
し
、
自
ら
の
健
康
づ

く
り
を
実
践
で
き
る
施
設
に
機

能
を
拡
充
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
若
い
父
親
、
母
親

同
士
が
、
育
児
に
つ
い
て
知
恵

を
出
し
合
う「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」

を
は
じ
め
、
一
般
区
民
の
自
主

的
な
健
康
増
進
活
動
へ
の
支
援
、

熟
年
者
の
介
護
相
談
な
ど
、
各

世
代
を
通
じ
て
、
健
康
に
関
心

の
あ
る
多
く
の
区
民
が
、
心
を

開
い
て
集
え
る
施
設
と
し
て
、

大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「（
仮
称
）
江
戸
川
総

合
人
生
大
学
」
の
開
設
は
、
今

回
の
長
期
計
画
の
根
本
理
念
で

あ
る
、「
共
育
」「
協
働
」
を
進

め
る
た
め
に
、
最
も
核
と
な
る

テ
ー
マ
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
実
現
を
図
り
た
い

と
考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

来
年
早
々
に
は
、
設
立
準
備
に

向
け
た
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ

て
議
論
を
深
め
、
区
民
の
期
待

す
る
学
び
の
場
を
実
現
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
青
少
年
の
国
際
人
と

し
て
の
資
質
を
高
め
る
た
め
に
、

「（
仮
称
）
青
少
年
の
翼
」
事
業

を
創
設
い
た
し
ま
す
。
野
村
・

立
井
国
際
交
流
基
金
を
活
用
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
々
へ
の
、
国
際

派
遣
事
業
と
し
て
、
来
年
度
よ

り
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
や
、
生
涯
学
習
の
場

を
充
実
す
る
た
め
、
東
[
西
八

丁
目
に
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
用
地
を
活
用

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
と
本

格
的
な
図
書
館
を
あ
わ
せ
持
つ

複
合
施
設
の
建
設
に
、
来
年
度

よ
り
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

補
正
予
算

最
後
に
、
今
回
提
案
い
た
し

ま
す
、
補
正
予
算
の
主
な
内
容

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
は
、
江
戸
川
区
医
師
会

館
に
お
け
る
年
末
年
始
の
休
日

小
児
科
診
療
の
実
施
に
伴
う
委

託
費
の
計
上
で
あ
り
ま
す
。
特

に
要
望
の
強
い
小
児
科
の
休
日

診
療
を
整
え
、
区
民
の
安
心
を

高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
二
に
、
母
子
生
活
支
援
施

設「
そ
よ
風
松
島
荘
」の
施
設
規

模
を
拡
充
す
る
た
め
の
設
計
費

の
計
上
で
あ
り
ま
す
。「（
仮
称
）

江
戸
川
区
立
障
害
者
支
援
ハ
ウ

ス
」の
開
設
に
よ
る
、「
ま
つ
し
ま

ホ
ー
ム
」の
廃
止
に
伴
い
、部
屋

数
を
拡
大
し
、
緊
急
一
時
保
護

室
を
設
け
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
三
に
、
東
京
電
力
旧
江
戸

川
支
社
の
1
階
フ
ロ
ア
を
賃
借

し
、
区
役
所
の
庁
舎
と
し
て
活

用
す
る
た
め
の
整
備
費
と
、こ
の

移
転
に
伴
う
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更

の
た
め
、
本
庁
舎
を
整
備
す
る

費
用
な
ど
の
計
上
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
清
新
第
三
小
学

校
に
情
緒
障
害
学
級
、
篠
崎
中

学
校
に
知
的
障
害
学
級
を
新
設

す
る
た
め
の
整
備
費
、
保
健
セ

ン
タ
ー
・
保
健
相
談
所
の
名
称

変
更
に
伴
う
改
修
経
費
、
密
集

住
宅
市
街
地
整
備
促
進
事
業
に

か
か
わ
る
公
園
用
地
の
購
入
費

な
ど
を
合
わ
せ
、
一
般
会
計
の

補
正
予
算
額
は
、
7
億
8
0
0

万
円
余
で
あ
り
ま
す
。

本
定
例
会
に
は
、
こ
の
補
正

予
算
を
は
じ
め
議
案
12
件
を
お

諮
り
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
ご
審
議
の
上
、
ご
決
定
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
招
集

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

（
1
面
か
ら
つ
づ
く
）

問

展望室から望む富士山展望室から望む富士山展望室から望む富士山展望室から望む富士山展望室から望む富士山展望室から望む富士山展望室から望む富士山展望室から望む富士山展望室から望む富士山展望室から望む富士山展望室から望む富士山展望室から望む富士山展望室から望む富士山展望室から望む富士山展望室から望む富士山展望室から望む富士山展望室から望む富士山

凡
例

申
申
し
込
み
　
問
問
い
合
わ
せ
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好
評
発
売
中

�
開
館
20
周
年
記
念
事
業

ソ
フ
ィ
ア
国
立
歌
劇
場

オ
ペ
ラ
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」

�
美
し
い
ア
リ
ア
が
盛
り
だ
く

さ
ん
の
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
名
作
を

特
別
料
金
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
日
本
語
字
幕
付
き
で
す
。

日
時
�
12
月
14
日
g
15
時
開
演

会
場
�
大
ホ
ー
ル

入
場
料
�
Ｓ
Ｓ
席
1
万
5
0
0

0
円
／
Ｓ
席
1
万
2
0
0
0

円
／
Ａ
席
9
0
0
0
円
／
Ｂ

席
6
0
0
0
円

■「生きる力」を育成し、よりよい教育の実践を目指しています

■魅力的で良好な住環境が確保された住宅街

全 体 報 告 会

今後の見直しの進め方

日時 15年 2月10日b14時～16時30分
会場・報告校（園）
総合区民ホールe船堀第二小・第七[西小・南[西小・南[

西第二小・臨海小・二之江中・南[西第二中
東部フレンドホールe二之江小・第六[西小・下鎌田東小・
鹿骨東小・[西第二中・篠崎中・船堀幼稚園
小岩アーバンプラザe第二松江小・東小岩小・南小岩第二小
・中小岩小・小松川第三中・鹿本中・小岩第三中

区では「小学校における英語活動」「パソコンを使った授業」

など、新しく始まった教育活動に関して、先進的な研究に取り組

む区内21校（園）を「教育課題実践推進校」に指定しています。

これらの学校（園）では、それぞれの研究テーマを設け、「生き

る力」の育成、よりよい授業や保育の実践を目指し、研究に取り

組んでいます。

これまでの各校（園）の研究成果を、区民の皆さんにご覧いた

だけるよう「授業公開」と「全体報告会」を行います。ぜひ、お

出かけください。 指導室1（5 6 6 2）1 6 3 4

教育課題実践推進校が
授業公開･全体報告会
を行います!!

●授業公開をご覧いただく皆さんへ
のお願い

u授業の詳細などについては、各学校（園）
にお問い合わせください

u上履きと下履き入れをご用意ください

u自動車や自転車での来校はご遠慮ください

u来校のときは、必ず受付をお通りください

教育課題実践推進校授業公開一覧

＊印の学校（園）では、授業終了後に説明会などを実施します。

問

クローズアップ
区内の話題や出来事を紹介します

�私たちのまちには、地域ごとに建物の構造や大きさな

ど、建築のルールを定めた用途地域等の制度があります。

�区では、平成16年の用途地域等の見直しに向け、区

民の皆さんからのご意見を反映し、住み続けられる良好

な住環境の保全・確保を基本とする「用途地域等見直し

方針」を10月に決定しました。

�今後は、この方針をもとに見直し案を作成し、説明会

を開催するなど、区民の皆さんのご意見をいただきなが

ら「暮らしやすく、活力あふれるまち江戸川」の実現に

向け、用途地域等の見直しを進めていきます。

都市計画課1（5 6 6 2）6 3 6 9問

「暮らしやすく、活力あふれるまち」の実現

用途地域等の見直し

●建築基準法改正などへの対応●

�７月21日に公布された「建築基準法等の一部を改正する法

律」により、私たちのまちの建築ルールが見直されました。

�今回の用途地域等の見直しでは、この法改正に対応すると

ともに、良好な住環境を維持保全する事項を導入し、また一

律に規制および緩和となる事項は、今後のまちの変化や地区

の特性に応じ、地区計画の策定に併せ、導入を検討します。

※導入を検討する事項e建ぺい率・容積率の選択肢の拡充／

斜線制限の緩和／新たな防火規制�など

�低層住宅地の良好な住環境を保全するため、絶対高さ
制限（16ｍで検討中）を導入する

�住み続けられる住環境の確保へ向け、敷地面積の最低
限度規制（70㎡で検討中）を導入する

�主要な幹線道路沿道に防火地域を指定する

�都市と産業の共存共栄を目指した用途地域を指定する

�地区計画などによるまちづくりの誘導を図り、都市基
盤の整備状況に応じた見直しを行う

�低層住宅地でも広い敷
地では、高層の建物を建
てることが可能な場合が
あります。そこで、現在、
低層のまちなみを形成し
ている地区に、絶対高さ
制限を導入することでま
ちなみを整え、良好な住
環境を保全します。

�新たな土地の細分化に
よる住環境の悪化を防ぐ
ため、建築物の敷地面積
の最低限度を定めていき
ます。ただし、この制限
が定められた時点で、70

㎡未満の敷地については、
そのまま建て替えが可能
です。

�災害時の避難路となる幹線道路沿道について、建物の構造を
規制する防火地域を指定し、安全な市街地を形成します。

�原則として、現在の用途地域を継続します。また、地域の特
性に応じた特別用途地区などの制度を活用します。

�地区計画によるまちづくりの誘導を図り、基盤整備の見通し
など将来の都市像に合った制限の見直しを行います。

1 6 m
（5階程度）

この部分の建物が規制されます

b現在、7 0g未満の土地は、そのまま建て替え可能です。
　また、土地売買に支障はありません。
b新たに分割して建築する場合、次のようになります。

例 1

例 2

例 3

1  4  0 g

未満の土地

7 0 g 

7 0 g

8 0 g

6 0 g

建築できます

建築できません　

70G未満に分割して、建築
できません

1  4  0 g

1  4  0 g

用途地域等見直し方針（主な内容）

見直し方針の決定

見直し案の作成 |方針をもとに用途地域等見直
しの具体案を区が作成します。

|広報えどがわにより、区民の
皆さんに一斉に公表します。

|区の基本構想や土地利用の変
化を踏まえ、区民の皆さんの
意見を反映して決定しました。

平成14年10月

平成15年

平成15年７月

平成16年夏ごろ

見直し案の公表

見直し案の説明会 |見直し案への区民の皆さんの
意見・要望をいただきます。

地 区 別 説 明 会
（主な変更のある地区）

|地区別に区民の皆さんのご相
談を受け付けます。

見直し案の決定 |見直し案に対するご意見を、
都市計画審議会で審議し、見
直し案を決定します。

都市計画決定・告示
（東 京 都）

|用途地域等見直し内容の決定

※学校教育相談推進校は全体報告会のみ実施します。

「用途地域等見直し方針」は、各事務所・図書館・まちづくりホームページ
（http://www.machidukuri.city.edogawa.tokyo.jp/）でご覧になれます。

子どもは未来を担う大切な宝です。児童虐
待を見かけたら、電話でご連絡ください。

低層住宅地への絶対高さ制限

敷地面積の最低限度規制

《企画事業》

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

中
央
4
〜
14
〜
1

1（
3
6
5
2
）1
1
1
1

申込先・会場

学　校 研究の概要・テーマ

学

校

教

育

相

談

推

進

校

第六[西小
子どもの健全育成
～不登校解消を目指して～

臨　海　小
個々の児童の心を大切にする教育の推進
～スクールカウンセラーとともに～

第二松江小
豊かな人間関係を育む環境づくり
～スクールカウンセラーの活用を通して～

二 之 江 中
自ら学び実行する生徒の育成
～不登校を解消する

学校の組織的対応に関する一考察～

小岩第三中
健全育成を目指した教育の推進
～不登校生徒への働きかけを通して～

！

学校（園）・学年 公開日時 授業内容 研究の概要・テーマ

体

験

学

習

実

践

推

進

校

鹿 骨 東 小
（５年）＊

12月13日f

13：20～14：20

総合的な学習の
時間（体験学習）

セミナリオン（テーマ別異年齢集団活動）を生かして、
児童の体験を深め、総合的な学習の時間および教育課
程全体の充実を図る

東 小 岩 小
（３年）

12月４日d

13：50～14：35

生活科と総合的な学習の時間で、体験を通して主体的
に人や自然と関

かか

わり、一人ひとりが自ら課題解決に向
けて努力する意欲や態度を育成する

小松川第三中
（１・２年）

12月12日e

13：35～15：25

総合的な学習の時間において、１年生「共に生きる」・
２年生「歩く探す進路」・３年生「自然災害を考える」
を主題に体験学習を実施し、主体的な学びを育

はぐく

む

特

色

あ

る

教

育

活

動

実

践

推

進

校

第七[西小
（１～６年）

15年１月24日f

13：30～14：30
読書活動

多様な読書活動と各教科、領域、総合的な学習の時間
との連携を図り、本に親しむ態度、思いや考えを伝え
合う力、情報活用能力などを育成する

南[西第二小
（５年）＊

15年１月23日e

13：30～14：30
少人数指導

児童一人ひとりに応じたきめ細かい指導を行う少人数
指導の進め方についての研究を通して、算数・理科に
おける基礎・基本の確実な定着を図る

下鎌田東小
（１～６年）

15年１月31日f

10：45～14：30
異年齢集団活動

異年齢集団活動を通して、より豊かな人間交流の基と
なるコミュニケーション能力や表現力を高め、心豊か
な児童を育てる

中 小 岩 小
（１～６年）

15年１月17日f

11：05～11：50
評価の工夫

授業実践を通して評価基準の妥当性を検討するととも
に、児童が進んで学ぶための指導や評価の在り方を工
夫し、改善する

南[西第二中
（１～３年）

15年１月31日f

11：45～12：35
基礎基本の定着 基礎・基本の定着を図るための学校教育と家庭教育の

連携を探る

鹿 本 中
（１年）＊

15年２月４日c

13：35～15：40
少人数指導

少人数指導における生徒一人ひとりに応じた指導の在
り方とその工夫を考え、基礎学力の定着と応用力の進
展を図る

篠 崎 中
（１・２年）＊

15年２月６日e

13：35～15：35

連携教育

自然体験や社会体験などの体験的な活動を通した学習
を通して、生徒一人ひとりの生きる力を伸ばす

船堀幼稚園
（４・５歳児）＊

15年１月15日d

10：30～11：30

保護者、地域、小・中学校との交流を通して、学びの
ある体験の場づくりに努め、幼児に生きる力の基礎で
ある「学ぶ（遊ぶ）意欲」を育む

情
報
教
育

実
践
推
進
校

船堀第二小
（１・６年）

15年１月28日c

13：30～15：05
総合的な学習の
時間（情報教育）

情報教育機器の効果的な活用を図るため、授業での実
践的な活動を通して、各学年の発達段階に応じたカリ
キュラムの検討・作成を進める

[西第二中
（１・３年）

12月10日c

13：30～15：20

生徒がパソコンを使って課題に取り組むことを通して、
集中力と学習意欲を育てるとともに、基礎・基本の定
着と課題解決の能力を育てる

小
学
校
に
お
け
る

英
語
活
動
推
進
校

二 之 江 小
（５年）

15年１月23日e

13：40～14：25

総合的な学習の
時間（英語活動）

心を通い合わせたコミュニケーション活動を通して、
異文化に対する理解をはじめ、共生社会や国際社会に
生きる力を育てる

南 [ 西 小
（５年）＊

15年１月31日f

13：30～16：00

小学校における英語活動の在り方について、外国人講
師の協力を得て実践・研究する。音声中心で楽しく学
べる英語活動を目指す

南小岩第二小
（４年）

15年１月30日e

13：50～14：35

英語活動を推進し、児童の学習意欲の向上や積極性の
育成など、広い視野から物事を見る目を養うとともに、
国際社会に生きる力を育てる
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特に記載のない場合は、費用は無料です

凡例＝■日日時（日程）�■時時間�■場場所
■内内容�■人定員（対象）�■費費用�■師講師
■出出演�■持持ち物�■主主催�■後後援�
■協協力�■申申し込み�■問問い合わせ

『リサイクルバンク』e大掃除でご家庭から出た不用の電化製品・家具などを譲りたい方、
����リサイクルバンクに登録しませんか？ � 消費者センター1（5662）7635

�面�積 49.09‡

�総人口 647,290人 （前月比 935増）

うち外国人登録者数

18,431人 （前月比 168増）

�世�帯 280,754世帯 （前月比 495増）

平成14年11月１日現在

いま、江戸川区は

■
プ
レ
マ
マ
・

ク
ッ
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

�
■日
12
月
13
日
f
13
時
30
分
〜
15
時

30
分
�
■内
妊
娠
期
の
食
事
ポ
イ
ン
ト

と
目
安
量
／
不
足
し
が
ち
な
鉄
分
や

カ
ル
シ
ウ
ム
を
無
理
な
く
お
い
し
く

食
べ
よ
う（
試
食
）／
食
事
診
断
�

■人
30
人（
先
着
順
）�
■場
■申
■問
東
部
保

健
相
談
所
1（
3
6
7
8
）6
4
4
1

■
介
護
者
交
流
教
室

�
在
宅
で
熟
年
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
の
方
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

■日
12
月
7
日
g
14
時
〜
16
時
�
■内
薬

の
話
�
■場
■申
■問
み
ど
り
の
郷
福
楽
園

1（
5
6
5
9
）
5
3
5
3

■
わ
く
わ
く
・

ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
Ａ
Ｙ

�
直
接
会
場
へ
。
■日
12
月
1
日
a
・

8
日
a
9
時
〜
12
時
�
■場
鹿
骨
東
小

学
校
体
育
館
�
■内
ソ
フ
ト
ラ
ク
ロ
ス

�
■費
1
回
h
100
円
／
小
学
生
以
下
50

円
�
■問
ス
ポ
ー
ツ
係
1（
5
6
6
2
）

1
6
3
6

■
正
月
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

�
■日
12
月
30
日
b
22
時
出
発
〜
15
年

1
月
3
日
f
�
■場
新
潟
県
赤
倉
温
泉

ス
キ
ー
場
�
■人
40
人
�
■費
5
万
7
0

0
0
円
／
小
学
生
5
万
2
0
0
0
円

�
※
バ
ス
代
を
含
む
。
講
習
・
バ
ッ

ヂ
テ
ス
ト
あ
り
。
■後
区
教
育
委
員
会

�
■主
■申
■問
12
月
27
日
f
ま
で
に
電
話

で
、
ス
キ
ー
連
盟
事
務
局
・
山
崎
喜

美
則
1（
3
6
7
3
）0
4
5
6
＝
10

時
〜
17
時

■
ち
ぎ
り
絵
講
習
会

�
年
賀
状
を
作
り
ま
す
。
■日
12
月
8

日
a
・
15
日
a
10
時
〜
12
時
（
全
2

回
）
�
■人
20
人
（
先
着
順
）
�
■費
1

0
0
0
円
�
■場
■申
■問
12
月
2
日
b
10

時
か
ら
電
話
で
、
松
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
会
館
1（
5
6
6
2
）5
3
2
0

■
子
育
て
講
座

�
■日
12
月
15
日
a
13
時
30
分
〜
15
時

30
分
�
■場
南
葛
西
会
館
�
■内
と
ん
ぼ

先
生
の
パ
パ
と
マ
マ
の
子
育
て
講
座

�
■人
40
人
（
先
着
順
）
�
■師
千
早
子

ど
も
の
家
保
育
園
副
園
長
・
湯
浅
と

ん
ぼ
�
■後
江
戸
川
区
�
■主
■申
■問
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
東
京
ベ
ー
テ
ル
1（
3
6
8

6
）8
3
5
0

■
講
演
会
「
地
域
と
歩
む
共
育
」

�
直
接
会
場
へ
。
■日
12
月
6
日
f
18

時
40
分
か
ら
�
■場
鹿
骨
区
民
館
�
■内

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
役
割
の
重
要

性
�
■師
区
教
育
長
・
清
水
敬
弘
�
■問

鹿
骨
事
務
所
自
治
係
1（
3
6
7
8
）

6
1
1
1

■
お
は
な
し
会

�
い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ
。

�
▽
■日
12
月
7
日
g
15
時
〜
15
時
30

分
�
■内
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
三
匹
の

く
ま
」
ほ
か
�
■人
幼
児
（
保
護
者
同

伴
）
〜
小
学
生
150
人
（
先
着
順
）
�

■出
お
は
な
し
こ
ば
こ

�
▽
■日
12
月
11
日
d
10
時
30
分
〜
11

時
�
■人
3
歳
以
下
の
幼
児
（
保
護
者

同
伴
）
20
組
（
先
着
順
）
�
■出
お
は

な
し
ね
む
の
木

《
■場
■問
》
中
央
図
書
館
1（
3
6
5
6
）

6
2
1
1

■
第
35
回
江
戸
川
区
立
小
学
校

�
心
身
障
害
学
級
連
合
展
覧
会

�
区
内
10
校
の
心
身
障
害
学
級
の
児

童
に
よ
る
作
品
展
で
す
。
■日
12
月
3

日
c
〜
6
日
f
10
時
〜
19
時
�
※
3

日
は
17
時
30
分
か
ら
、
6
日
は
12
時

ま
で
。
■場
総
合
区
民
ホ
ー
ル
1
階
展

示
ホ
ー
ル
�
■問
中
小
岩
小
学
校
み
ど

り
学
級
1（
3
6
7
3
）3
9
4
7

■
第
55
回
総
合
体
育
祭

�
秋
季
区
民
大
会

�
▽
ス
キ
ー
�
■日
15
年
1
月
19
日
a

�
■場
新
潟
県
神
立
高
原
ス
キ
ー
場
�

※
現
地
集
合
・
解
散
。
■内
男
女
回
転

競
技
�
■人
シ
ュ
テ
ム
タ
ー
ン
の
で
き

る
方
�
■費
2
5
0
0
円
�
■申
■問
ス
キ

ー
連
盟
事
務
局
・
山
崎
喜
美
則
1（
3

6
7
3
）0
4
5
6
＝
10
時
〜
17
時

■
日
豪
バ
レ
エ
シ
ア
タ
ー

�
姉
妹
都
市
・
ゴ
ス
フ
ォ
ー
ド
市
と

江
戸
川
区
・
福
井
・
大
阪
の
バ
レ
エ

団
が
共
演
し
ま
す
。
■日
15
年
1
月
11

日
g
12
時
／
17
時
�
■場
総
合
区
民
ホ

ー
ル
5
階
大
ホ
ー
ル
�
■内
「
く
る
み

割
り
人
形
」
ほ
か
�
■費
2
0
0
0
円

�
■出
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ダ
ン
ス
・
カ
ン

パ
ニ
ー
ほ
か
�
■後
江
戸
川
区
�
■主
■申

■問
実
行
委
員
会
・
大
月
ミ
チ
ル
1・

FAX（
3
6
7
8
）9
5
5
0

◎
ゴ
ス
フ
ォ
ー
ド
市
の
バ
レ
エ
団
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
�
期
間
＝
15

年
1
月
8
日
d
〜
20
日
b
の
う
ち
7

泊
8
日
�
説
明
会
＝
12
月
8
日
a
11

時
か
ら
・
清
新
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会

館
�
■申
12
月
2
日
b
10
時
か
ら
電
話

で
先
着
順
、
清
新
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
1（
3
8
7
8
）1
9
8
1
�
■主

■問
江
戸
川
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ク
ラ
ブ
・

竹
縄
1（
3
6
7
5
）9
6
7
6

■
日
本
文
化
の
ひ
と
と
き

�
直
接
会
場
へ
。
■日
12
月
8
日
a
13

時
〜
17
時
�
■場
源
心
庵
�
■内
生
け
花

・
折
り
紙
な
ど
�
■人
区
内
在
住
ま
た

は
在
勤
の
外
国
人
の
方
�
■主
E
I
F

A
（
江
戸
川
国
際
友
好
会
）
�
■後
江

戸
川
区
�
■問
小
山
邦
彦
1（
3
6
5

8
）
5
7
5
7

■
江
戸
川
農
産
物
直
売
会

�
■日
12
月
7
日
g
10
時
〜
14
時
�
※

売
り
切
れ
次
第
終
了
。
■場
JA
東
京
ス

マ
イ
ル
江
戸
川
支
店
（
西
一
之
江
3

〜
4
〜
7
）
�
■内
区
内
産
新
鮮
野
菜

（
小
松
菜
・
大
根
・
ね
ぎ
ほ
か
）、
JA

コ
ー
ナ
ー
（
お
米
・
お
茶
ほ
か
）、

花
き
�
■後
江
戸
川
区
ほ
か
�
■問
農
産

係
1（
5
6
6
2
）0
5
3
9

■
鶴
岡
の
観
光
と
物
産
展

�
■日
12
月
5
日
e
・
6
日
f
10
時
〜

19
時
（
6
日
は
16
時
ま
で
）
�
■場
西

葛
西
駅
南
口
広
場
�
■内
玉
こ
ん
に
ゃ

く
・
生
う
ど
ん
・
か
ま
ぼ
こ
・
漬
物

ほ
か
�
■問
鶴
岡
市
東
京
事
務
1（
5

6
9
6
）6
8
2
1

■
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
2
0
0
2

�
■日
12
月
10
日
c
19
時
開
演
�
■場
テ

ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
�
■費
3
8
0
0
円

�
■出
谷
川
俊
太
郎
ほ
か
�
■後
区
教
育

委
員
会
�
■主
■申
■問
6
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
事
務

局
1（
3
5
1
8
）6
7
7
7

■
ク
リ
ス
マ
ス

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

�
■日
12
月
14
日
g
19
時
〜
21
時
�
※

初
心
者
講
習
会
h
18
時
〜
19
時
。
■費

1
2
0
0
円
�
■主
勤
福
サ
ー
ク
ル
連

合
会
�
■場
■申
■問
勤
労
福
祉
会
館
1（
3

6
8
8
）1
4
8
1

■
都
市
計
画
審
議
会
の
開
催

�
■日
12
月
12
日
e
14
時
�
■場
区
役
所

西
棟
4
階
第
一
委
員
会
室
�
案
件
＝

①
用
途
地
域
等
見
直
し
原
案
の
策
定

／
②
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
�
※
傍

聴
希
望
の
方
は
13
時
30
分
に
直
接
会

場
へ
（
10
人
／
抽
選
）。
■問
都
市
計

画
係
1（
5
6
6
2
）6
3
6
9

■
地
区
計
画
等
説
明
会
お
よ
び

地
区
計
画
（
原
案
）
の
縦
覧

�
東
葛
西
4
〜
6
丁
目
の
一
部
が
対

象
で
す
。
説
明
会
＝
12
月
3
日
c
19

時
〜
20
時
30
分
・
え
が
お
の
家
�
■持

上
履
き
�
縦
覧
期
間
＝
12
月
4
日
d

〜
18
日
d
�
意
見
書
提
出
期
間
＝
12

月
4
日
d
〜
25
日
d
�
※
い
ず
れ
も

土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
。
■場
■問
地

区
計
画
係（
区
役
所
北
棟
1
階
3
番
）

1（
5
6
6
2
）6
4
3
8

■
新
た
に
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
方
の
名
簿
が
確

認
で
き
ま
す

�
登
録
日
＝
12
月
2
日
b
�
縦
覧
期

間
＝
12
月
3
日
c
〜
7
日
g
8
時
30

分
〜
17
時
�
■場
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
区
役
所
西
棟
5
階
）
・
各
事

務
所
�
※
在
外
選
挙
人
名
簿
も
縦
覧

で
き
ま
す
。
■問
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
1（
5
6
6
2
）5
5
5
3

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

�
事
業
説
明
会

�
子
育
て
を
地
域
で
助
け
合
う
事
業

で
す
。
■日
12
月
4
日
d
14
時
30
分
〜

15
時
30
分
�
■場
小
松
川
区
民
館
�
■問

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
1（
3
8
7
7
）2
5
6
0

■
薬
の
相
談
会

�
薬
剤
師
が
お
答
え
し
ま
す
。
直
接

会
場
へ
。
■日
12
月
14
日
g
14
時
〜
17

時
�
■場
小
岩
区
民
館
�
■問
江
戸
川
区

薬
剤
師
会
1（
5
6
0
7
）1
5
3
5

■
12
月
は
骨
髄
バ
ン
ク

�
推
進
月
間
で
す

�
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
者
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
を

救
う
た
め
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
■問
7
骨
髄
移
植

推
進
財
団
1
0
1
2
0
（
4
4
5
）

4
4
5

■
調
理
師
業
務
従
事
者
届
の

�
提
出
を
お
忘
れ
な
く

�
都
内
在
勤
の
調
理
師
の
方
が
対
象

で
す
。
提
出
方
法
＝
所
定
の
ハ
ガ
キ

（
江
戸
川
保
健
所
・
小
岩
保
健
セ
ン

タ
ー
で
配
布
）
に
記
入
し
、
15
年
1

月
15
日
d
ま
で
に
郵
送
�
■問
東
京
都

健
康
局
安
全
対
策
課
1（
5
3
2
0
）

4
3
5
8

■
日
本
三
大
火
祭
り
「
松
例
祭
」

�
友
好
都
市
・
鶴
岡
市
の
隣
り
の
羽

黒
町
で
は
、
12
月
31
日
c
〜
15
年
1

月
1
日
-
、
羽
黒
山
で
「
松
例
祭
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
つ
つ
が
む
し
と
い

う
悪
魔
を
か
た
ど
っ
た
巨
大
な
松た

い

明ま
つ

に
火
を
放
ち
、
新
年
の
豊
作
・
除
災

招
福
を
祈
願
す
る
、
勇
壮
な
火
祭
り

で
す
。
羽
黒
山
最
大
の
お
祭
り
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
■問
鶴
岡
市
東
京

事
務
所
1（
5
6
9
6
）6
8
2
1

■
臨
時
職
員
募
集

�
書
類
の
仕
分
け
・
台
帳
照
合
・
申

告
書
の
転
記
な
ど
。
■日
15
年
1
月
23

日
e
か
ら
1
〜
4
か
月
�
■時
9
時
〜

16
時
�
■場
区
役
所
課
税
課
�
■人
60
歳

位
ま
で
の
方
35
人
�
日
給
＝
5
0
9

0
円（
交
通
費
の
支
給
な
し
）�
■申
・

面
接
＝
12
月
9
日
b
・
10
日
c
9
時

30
分
〜
11
時
30
分
・
13
時
30
分
〜
16

時
に
履
歴
書
（
写
真
貼
附

ち
ょ
う
ふ

）
を
持
参

し
、
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
403
集
会
室
へ

�
※
選
考
の
う
え
採
用
。
■問
課
税
課

（
区
役
所
4
階
2
番
）
1（
5
6
6
2
）

1
0
0
8
・
1
0
0
9
・
1
0
1
2

■
休
館
の
お
知
ら
せ

《
特
別
図
書
整
理
の
た
め
》

�
☆
小
松
川
図
書
館
1（
3
6
8
4
）

6
3
8
1
h
12
月
5
日
e
〜
12
日
e

《
館
内
消
毒
の
た
め
》

�
☆
小
岩
区
民
館
1（
3
6
5
7
）7

6
1
1
h
12
月
8
日
a

�
☆
小
松
川
区
民
館
1（
3
6
8
3
）

5
1
8
1
h
12
月
8
日
a

�
☆
葛
西
区
民
館
1（
3
6
8
8
）0

4
3
1
h
12
月
15
日
a

冬
の
食
中
毒
予
防

�
一
般
に
、
食
中
毒
は
夏
場
に

多
く
発
生
し
ま
す
が
、
冬
で
も

油
断
は
禁
物
で
す
。
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
食
品
を
購
入
す
る
と
き
は
衛

生
的
な
店
を
選
び
、
消
費
期

限
な
ど
を
確
認
し
、
必
要
な

量
だ
け
買
い
ま
し
ょ
う

②
食
品
は
表
示
し
て
あ
る
保
存

方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
生

も
の
や
調
理
し
た
食
品
は
、

�
室
温
で
放
置
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

③
牡か

蠣き

を
生
で
食
べ
る
と
き
は

�
「
生
食
用
」
の
表
示
を
確
認

し
、
買
っ
た
そ
の
日
の
う
ち

に
食
べ
ま
し
ょ
う

④
毎
年
、
ふ
ぐ
の
素
人
料
理
で

食
中
毒
が
起
き
て
い
ま
す
。

自
分
で
釣
っ
た
ふ
ぐ
を
調
理

し
て
食
べ
る
こ
と
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う

◎
食
中
毒
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
生
活
衛
生
課
（
小
岩

保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

�
�
生
活
衛
生
課

1（
3
6
5
8
）3
1
7
7

塩沢江戸川荘・穂高荘へどうぞ
12・1月

１月分の申し込み状況（12月 1日
現在）は、下表のとおりです。
12・１月分の空き室の利用申し込
みは、電話で受け付けをしています。
s申し込み　区民施設公社庶務課

1（5662）7051
s受付時間 穂高荘e 9時～17時

塩沢江戸川荘e13時～17時〔12月2日∑以降9時～17時〕
※塩沢江戸川荘に関する問い合わせ
e17時～21時は現地〔10257（83）4701〕でお受けします。
▼塩沢江戸川荘（1月分） ▼穂高荘（1月分）

● 満室�○余裕あり
�少し余裕あり
×休館日
�余裕のある塩沢号・
穂高号（数字は宿泊数）

※空き室状況は区のホームページで月３回更新しています。
◎塩沢江戸川荘では12月27日ªまで宿泊の方に、魚沼産切りもちを贈呈します。

問

A 2 3 4 E 6 7 8 9 10 11

●●●●● ○○○○●

LM 14 15 16 17 18S 20 21 22

● ○○○○ ○○○○

23 24 25Z 27 28 29 30 31

○ ○○○○○○
2

2

1

A 2 3 4 E 6 7 8 9 10 11

●●●●● ○○

LM 14 15 16 17 18S 20 21 22

××××

23 24 25Z 27 28 29 30 31

○○○○○○

2 2 3

2

2 2

7

問
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広 報 え ど が わ 2002年（平成14年） 12月1日

標準的な職務内容

区　分

区職員の給与を公表します
本区では、日ごろから効率的経営により経費の節減に努めていま

す。職員の給与など人件費の割合は23区の中でも低い水準にあり、
最小の組織で仕事をしています。職員の給与の状況についてご理解
いただくため、その概要をお知らせします。

職員課@（5662）1003

º 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（14年 4月 1日現在）

区　分 職員数
（Ａ）

給　　　　　与　　　　　費 一人あたりの給与費
（Ｂ／Ａ）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

14年度 4 ,705人
（36） 19 , 556 , 459 5 , 899 , 742 9 , 212 , 491 34 , 668 , 692 7 , 368

区　　　　　分 経験年数　10年 経験年数　15年 経験年数　20年

一般行政職
大学卒 286 , 465円 347 ,340円 400 ,274円

高校卒 231 , 086円 280 , 736円 344 , 525円

技　能　職 高校卒 231 , 246円 281 , 569円 312 , 304円

∏ 人件費の状況（普通会計決算、単位＝千円）

π 職員給与費の状況（普通会計予算、単位＝千円）

（注）人件費には、特別職の報酬、公社・事業団などへの派遣職員、都から派遣された清掃事業など
に従事する職員の給与を含みます。

∫ 職員の平均給料月額・平均給与月額および平均年齢の状況（14年4月1日現在）

ª 職員の初任給の状況（14年 4月 1日現在）

（注）1 給与費は、当初予算に計上された額です。
2 職員数には、教育長、公社・事業団などへの派遣職員、都から派遣された清掃事業などに従
事する職員を含みます。

3 職員手当には、児童手当・退職手当を含みません。
4 （ ）内は、再任用短時間勤務職員の数で、職員数に含まれていません。

（注）1 一般行政職とは、一般事務・社会教育の事務系、保育士・児童指導などの福祉系および土木
・建築などの一般技術系の職務に従事する職員です。

2 技能職とは、自動車運転・業務などの技能系および業務系の職務に従事する職員です。
3 給料とは、給料表に定められている金額をいい、民間の基本給に相当します。
4 給与とは、給料に扶養手当・住居手当・時間外勤務手当などの諸手当を加えたものです。

Ω 一般行政職の級別職員数の状況（14年 4月 1日現在）

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

（注）1 江戸川区の給与条例に基づく給料表の級別区分による職員数です。
2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な役職名です。
3 （ ）内は、再任用短時間勤務職員の数で、職員数に含まれていません。

æ 昇給期間短縮の状況

10級 9級 8級 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級
計重要業務

所掌部長 部　長 統　括
課　長 課　長 総　括

係　長 係　長 主　任
主　事 主　事 主　事 主　事

職 員 数（人） 1 16 14 42 181 799
902
（4） 904 143 36

3 ,038
（4）

構 成 比（％） 0 .03 0 .5 0 .5 1 .4 5 .96 26 .3 29 .7
（100.0） 29 .7 4 .71 1 . 2 100 .0

（100.0）

参
考

1年前の構成比（％） 0 .1 0 .5 0 .4 1 .4 5 .8 24 .6 29 .7 29 .5 5 .4 2 .6 100 .0

5年前の構成比（％） 0 .1 0 .3 0 .5 1 .4 5 .1 19 .6 32 .1 32 .9 4 .7 3 .3 100 .0

区　分
一　般　行　政　職 技　　　能　　　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

江戸川区 338 ,444円 448 , 484円 40歳 2月 329 ,742円 417 ,568円 46歳 3月

国 332 ,052円 ―― 40歳 4月 290 ,731円 ―― 48歳 8月

都 368 ,275円 484 , 273円 43歳 2月 347 , 120円 449 , 821円 47歳 5月

（注）調整手当とは、民間賃金や物価が特に高い地域に勤務する職員に支給される手当です。

（注）区長、助役、収入役の給料は、区の財政状況に鑑
かんが

み平成13年１月１日から削減しています。

（注）特例一時金とは、民間における賃金との均衡を考慮した特例措置として、支給されたものです。

（注） 1 （ ）内は、再任用職員に係る支給割合です。
2 退職手当の一人あたり平均支給額は、13年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

この公表の数値は平成14年の給与等改定前の内容です。
また、都区制度改革により移管された清掃事業などに従事する職員も含まれています。

¿ 特別職の報酬等の状況

¡ 部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4月 1日現在、単位＝人）

（注）1 職員数には、教育長、公社・事業団などへの派遣職員を含みます。
2 （ ）内は、再任用短時間勤務職員の数で、職員数に含まれていません。

区　分 江　戸　川　区（14年4月1日現在） 国の制度
との異同 国（14年4月1日現在）

扶養手当

配　偶　者 17 ,700円

配偶者を欠くときの第一子 17 ,700円

配偶者以外の扶養親族のうち2人まで 5 ,500円

その他の扶養親族 2 ,500円

満16歳年度初めから満22歳年度末まで
の子 4 ,000円加算

異なる

配　偶　者 16 ,000円

配偶者を欠くときの第一子 11 ,000円

配偶者以外の扶養親族のうち2人まで 6 ,000円

その他の扶養親族 3 ,000円

満16歳年度初めから満22歳年度末まで
の子 5 ,000円加算

住居手当
扶養親族を有する者 8 ,800円

扶養親族を有しない者 8 ,300円
異なる

12 ,000円を超える家賃を支払って住居
を借りている職員 27 ,000円限度

持家に居住する世帯主 1 ,000円または2 ,500円

通勤手当
交通機関利用者 運賃相当額（45 ,500円限度）

交通用具使用者 通勤距離に応じて支給

（2,600円～11,000円）

異なる
交通機関利用者 運賃相当額（50 ,000円限度）

交通用具使用者 通勤距離に応じて支給

（2,000円～20,900円）

区　　　　　分 職　　員　　数 対前年
増減数

主 な 増 減 理 由
部　　　　　門 13年度 14年度

一般行政部門

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木

18

644

116

1 ,706
719

12

7

19

504

18

638

116

1 ,675
682

12

7

19

497

△ 6

△31

△37

△ 7

事務の統廃合など

職員配置の見直しなど
事務の統廃合など

事務の統廃合など

小　　計
3 ,745
（0）

3 ,664
（29）

△81

（29）

特別行政部門 教　　育
1 ,087
（0）

1 ,041
（7）

△46

（7）
事業の民間委託化など

普通会計計
4 ,832
（0）

4 ,705
（36）

△127

（36）

公営企業等
会 計 部 門

そ の 他
142

（0）
143

（1）
1

（1）
業務増

合　　　　　計
4 ,974
（0）

4 ,848
（37）

△126

（37）

調　整　手　当
（14年4月1日現在）

支 給 対 象 地 域 江　戸　川　区 長野県南安曇郡穂高町
（穂高荘）

支 給 率 12％ 12％

支 給 対 象 職 員 数 4 ,704人 1人

国 の 制 度 （ 支 給 率 ） 12％ ──

支給対象職員一人あたり
平均支給年額（13年度決算） 489,094円

特殊勤務
手　　当
（13 年 度）

区　　　　　　　分 全　　　　職　　　　種

職員全体に占める手当支給職員の割合 26 .8％

受給職員一人あたりの平均支給月額 11 ,225円

手 当 の 種 類（手 当 数） 12

代
表
的
な
手
当
名
称

支 給 額 の 多 い 手 当

A土・日曜日等勤務手当
B清掃業務従事職員特殊勤
務手当

C福祉訪問等業務手当

多くの職員に支給されている手当

A土・日曜日等勤務手当
B清掃業務従事職員特殊勤
務手当

D心身障害者授産施設等業
務手当

E滞納整理外勤手当

C心身障害者授産施設等業
務手当

D福祉訪問等業務手当
E訪問看護等業務手当

時間外勤務手当

区　　　　　　分 12 年 度 13 年 度

支　給　総　額 1 ,353,392 千円 1 ,350 ,309 千円

職員一人あたり支給年額 372 千円 381 千円

区　分 給料・報酬月額（14年10月1日現在） 期　　　末　　　手　　　当

区　長

給　料

1 ,096 ,200円
（13年度支給割合） （14年度支給割合）

６月期 1 . 6 5月 1 . 6 5月

12月期 1 . 7 月 1 . 6 5月

３月期 0 . 5 5月 0 . 5 5月

計 3 . 9 月 3 . 8 5月

助　役 882 ,550円

収入役 744 ,800円

議　長

報　酬

956 ,000円

副議長 807 ,000円

議　員 621 ,000円

（ （

（
14
年
4
月
1
日
現
在
支
給
率
）

退
　
　
　
職
　
　
　
手
　
　
　
当

区　　　　　分
江　　戸　　川　　区 国

自己都合
（普通退職）

定年・勧奨 自己都合
（普通退職）

定年・勧奨

勤　続　20 年 24 .25月 38 .0月 21 .0月 28 .875月

勤　続　25 年 32 .5 50 .0 33 .75 44 .55

勤　続　35 年 49 .75 62 .7 47 .5 62 .7

最　高　限　度 50 .0 62 .7 60 .0 62 .7

一人あたり平均支給額（千円） 1 ,967 25 ,853 ―― ――

その他加算措置 定年前早期退職特例措置
（２～20％加算）���

定年前早期退職特例措置
（２～20％加算）���

退職時特別昇給 定年・勧奨等の場合
１号給または２号給

１号俸

区　　　分

江　　戸　　川　　区 国

初　　任　　給 採用2年経過日
給　　料　　額 初　　任　　給 採用2年経過日

給　　料　　額

一
般
行
政
職

1 類
（大卒程度） 184 , 200円 207 , 800円 1種 184 , 200円

2種 174 , 400円
1種 203 , 800円
2種 188 , 900円

3 類
（高卒程度） 144 , 900円 156 , 200円 �� 141 ,900円 �� 151 , 800円

区　分 住民基本台帳人口
（14年4月1日現在） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）

12年度の
人件費率

13年度 622 , 876人 186 , 100 , 036 10 , 963 , 566 45 , 840 , 355 24 . 6％ 25 . 1％

区　　　　　　　　　　　分 合 計 一般行政職 技 能 職

12
年
度

職　　員　　数（Ａ） 4 , 646人 3 , 075人 1 , 571人

普通昇給期間（12～24月）を短縮して昇給した職員数（Ｂ） 1 ,120人 718人 402人

比　　率　（Ｂ／Ａ） 24 .1％ 23 .4％ 25 .6％

13
年
度

職　　員　　数（Ａ） 4 ,634人 3 ,086人 1 ,548人

普通昇給期間（12～24月）を短縮して昇給した職員数（Ｂ） 1 , 128人 761人 367人

比　　率　（Ｂ／Ａ） 24 .3％ 24 . 7％ 23 . 7％

期

末
・
勤
勉
手
当

国

支給割合 支給割合

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

13年度 14年度 13年度 14年度 14年度

6月期 1 .65月

3 .9 月 3 . 85月
（2 . 05） 0 . 85月 0 . 85月

（0 . 45） 計 3 . 6 月 1 . 15月 1 .15月
（0 .6）

江　　　戸　　　川　　　区

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有

計

1 .7 月 1 . 65月
（0 . 95） 12月期 1 .6 月 1 .55月

（0 .9） 0 . 55月 0 .55月
（0 .3）

3月期 0 . 55月 ─ ─

0 . 45月 0 . 45月
（0 . 25）

0 .55月 0 . 55月
（0 . 3） ─ ─3月期

12月期

0 . 6 月
（0 . 3）1 . 45月6月期0 . 4 月1 . 65月

（0 . 8）
1 . 45月
（0 . 7） 0 .6 月

3 . 55月
（1 . 9）

0 . 55月
（0 . 3）

13年度 14年度

問

ø 職員手当の状況

0 . 4 月
（0 . 2）

13年度

特例一時金
支　給　総　額 22,173 千円

職員一人あたり支給年額 5,035 円

自転車は駐輪場にとめて、美しく安全な街になるよう心がけましょう。
モラルのある自転車利用をY 駐車駐輪課@（5662）1997問
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広 報 え ど が わ

古紙配合率100％再生紙を
を使用しています�

2002年（平成14年） 12月1日

『医療相談～インフルエンザの予防』�日時＝12月11日D13時30分～15時�定員
＝6人　�� 12月2日B9時から電話で先着順、江戸川区医師会1（3652）3166

古紙配合率100％再生紙を
を使用しています�

健康文化都市えどがわ

健
康
大
好
き
健
康
大
好
き
江 戸 川 保 健 所 @（5661）1122
小 岩保健センター @（3658）3171
葛 西 保 健 相 談 所 @（3688）0154
清 新町保健相談所 @（3878）1221
小 松川保健相談所 @（3683）5531
な ぎさ保健相談所 @（5675）2515
東 部 保 健 相 談 所 @（3678）6441
鹿 骨 保 健 相 談 所 @（3678）8711

特に記載のない場合は、費用は無料です

Ｃ

型

肝

炎

�
Ｃ
型
肝
炎
と
は
、
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
が
血
液
（
例
え
ば
輸

血
・
刺
青

い
れ
ず
み

・
覚
醒
剤
な
ど
）
を

介
し
て
身
体
の
中
に
入
り
、
肝

臓
に
炎
症
を
引
き
起
こ
す
病
気

で
す
。

�
1
9
8
9
年
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
は

血
液
検
査
で
調
べ
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
現
在
は
輸
血
に
よ

る
感
染
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、

約
30
％
の
方
は
急
性
肝
炎
で
治

り
ま
す
。
問
題
な
の
は
残
り
の

約
70
％
の
方
で
す
。
炎
症
が
持

続
し
慢
性
肝
炎
と
な
り
ま
す
。

慢
性
肝
炎
と
な
る
と
約
20
〜
30

年
で
肝
硬
変
、
肝
臓
が
ん
へ
と

進
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
自
覚
症
状
が
な

い
た
め
、
感
染
し
て
い
る
こ
と

に
気
付
か
ず
、
進
行
し
て
か
ら

見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

1
9
8
9
年
以
前
に
輸
血
歴
が

あ
る
方
、
感
染
し
て
い
る
可
能

性
の
あ
る
方
は
、
一
度
Ｃ
型
肝

炎
の
検
査
（
採
血
）
を
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
も
し
万

が
一
陽
性
だ
っ
た
場
合
に
は
、

定
期
的
に
血
液
検
査
あ
る
い
は

腹
部
超
音
波
や
Ｃ
Ｔ
で
経
過
観

察
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

�
現
在
、
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
は

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
（
注
射
の

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
）
や
リ
バ
ベ
リ

ン（
経
口
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
）な

ど
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
を
排
除

す
る
方
法
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
と
は
、

ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
侵
入
す
る

と
自
分
の
身
体
か
ら
産
生
さ
れ
、

ウ
イ
ル
ス
を
排
除
す
る
も
の
で

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
強
力
ネ
オ

ミ
ノ
フ
ァ
ー
ゲ
ン
Ｃ
と
い
う
注

射
や
ウ
ル
ソ
な
ど
の
内
服
薬
で

肝
炎
の
進
行
を
阻
止
す
る
治
療

法
も
あ
り
ま
す
。
治
療
法
の
選

択
は
、
副
作
用
や
有
効
性
な
ど

を
主
治
医
の
先
生
と
よ
く
相
談

し
て
決
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

�
ま
た
、
家
庭
内
に
Ｃ
型
肝
炎

の
方
が
い
て
も
お
風ふ

呂ろ

や
食
事

な
ど
で
感
染
す
る
こ
と
は
な
い

の
で
、
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
血
液
感
染
な
の
で
カ

ミ
ソ
リ
や
歯
ブ
ラ
シ
は
共
用
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
こ
れ
ま
で
の
医
学
メ
モ
は
、

江
戸
川
区
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ「http://w

w
w
.edogaw

a-
m
ed.or.jp

」
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

江
戸
川
区
医
師
会

医
学
メ
モ

リ
ハ
ビ
リ
相
談
《
予
約
制
》

脳
卒
中
・
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の

障
害
を
お
持
ち
で
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
方
、
車

い
す
・
つ
え
な
ど
の
こ
と
で
お

困
り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
�
12
月
18
日
d
14
時
〜
15

時
30
分

内
容
�
リ
ハ
ビ
リ
専
門
医
・
理

学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
に

よ
る
相
談

�
・
会
場
�
鹿
骨
保
健
相
談
所

1（
3
6
7
8
）
8
7
1
1

熟
年
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

�
接
種
料
の
一
部
が
公
費
負
担

と
な
り
ま
す
。
郵
送
さ
れ
た
接

種
票
を
協
力
医
療
機
関
に
持
参

し
、
受
け
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
一
人
に
つ
き
1
回
で
す
。

接
種
期
間
�
15
年
2
月
28
日
f

ま
で

対
象
�
①
65
歳
以
上
の
方
／
②

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

臓
・
腎じ

ん

臓
・
呼
吸
器
の
機
能

障
害
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

障
害
に
よ
り
身
体
障
害
者
手

帳
1
級
を
お
持
ち
の
方
（
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

自
己
負
担
額
�
2
2
0
0
円

◎
生
活
保
護
受
給
中
の
方
は
、

生
活
援
護
第
一
課
・
第
二
課

に
接
種
票
を
持
参
し
、
手
続

き
す
る
と
無
料
に
な
り
ま
す
。

◎
三
宅
村
の
方
は
、
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
�
�
健
康
部
事
業
係

�
1（
5
6
6
1
）
2
4
6
4

心
の
悩
み
や
痴
ほ
う
、
そ
の
ほ

か
精
神
保
健
全
般
に
つ
い
て
、
専

門
医
が
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

最
寄
り
の
会
場
へ
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

uあらかじめ休日専用電話
（3672）8215で申し込みの
後、受診してください。

u診療時間は、午前９時から
午後５時までです。
（受付時間は、午後４時30分まで）

�

Q�
小岩郵便局�

小 岩 �

千 葉 街 道 �

↑柴又�

柴
又
街
道�

→
市
川�

東小岩�
4-8-6

�江戸川区歯科�
　医師会館内�
�

12月８日

休日歯科応急診療

休日応急当番接骨院
u施術時間は、午前９時から午後５時までです。

もてぎ接骨院 中[西3－29－7 @（3804）7083
あさひ接骨院 南小岩7－30－12 @（5694）6177

12月８日

宮澤クリニック 西[西6－18－3 @（3878）0826
藤山医院 西小岩3－5－3 @（3658）3782
江戸川中央医院 南小岩7－10－13 @（3657）3669
小岩医院 東小岩6－21－5 @（3657）1378
高山医院 東松本1－8－16 @（3657）5550
親和クリニック 平井2－24－16 @（3684）7150
同愛会病院 松島1－42－21 @（3654）3311
奥澤医院 船堀4－10－7 @（3877）5210

眼――岸田眼科 中[西3－37－16 @（3675）2882
耳鼻―かみむら耳鼻咽喉科 平井6－24－10 @（3612）5002

内
・
小
児
科

内

12月８日

申
問

申 込 先
・ 会 場

日　　程
時 間

12 月 １ 月

江戸川保健所
1（5661）2467

４日d ８日d ９時30分から
17日c 21日c

13時30
分から

小岩保健センター
1（3658）3171

５日e
19日e

９日e
23日e

[西保健相談所
1（3688）0154

10日c
24日c

14日c

清新町保健相談所
1（3878）1221

２日b
18日d

27日b
15日d

13時45
分から

小松川保健相談所
1（3683）5531

11日d
25日d

15日d
13時30
分から

なぎさ保健相談所
1（5675）2515

４日d ８日d 14時から
26日e 23日e

９時30
分から東部保健相談所

1（3678）6441 12日e
９日e
30日e

鹿骨保健相談所
1（3678）8711

26日e 29日d 13時30分から
14時から６日f 10日f※受診日は祝日を除く。結果通知は1か月以内に郵送。

種　類・対　象

胃がん〔Ｘ線間接〕
治療中・妊娠中（可能
性含む）の方を除く 30

歳
　
以
　
上

電話予約し、月～土曜に
医療検査センターへ
予約電話1（5676）8818
予約受付時間（祝日を除く）
月～土曜�９時～16時

乳がん〔超音波〕
〔触診〕妊娠中（可能
性含む）の方を除く

子宮（頸）がん〔細胞診〕
体がんは50・55歳の
方と医師が必要と認
めた方に実施

診療日・診療時間内に区
内指定産婦人科へ

大腸がん〔便潜血反応〕
〔問診〕

各会場で検便の容器
を受け取り採便後、
提出してください

40

歳
　
以
　
上

u保健所・保健センター・
保健相談所e月～金曜

u医療検査センターe月～
土曜

u区内指定医療機関e診
療日

肺がん〔Ｘ線間接〕
〔喀痰

かくたん

検査〕妊娠中（可
能性含む）の方を除く

直接医療検査センターへ

月～土曜 ９時～11時
13時～15時

前立腺がん〔血液検査〕
60～63歳

受 診 方 法・会 場

｛

が
ん
検
診

健
康
部
推
進
係

1（
5
6
6
1
）2
4
6
2

問

u診療時間は、午前９時から午後５時までです。
u休日診療は、急病のみ受け付けます。往診は行いません。
u外科は救急指定病院（「平成14・15年度くらしの便利帳」
126頁参照）をご利用ください。

u当番医（変更になる場合もあります）、救急指定病院の案
内は下記のところで行っています。聴覚に障害のある方
はファクシミリをご利用ください。
・テレホンセンター1（3651）5270�＝9時～17時
����������ＦＡＸ（3654）4902
・東京消防庁テレホンサービス1（3212）2323＝24時間
�・東京都保健医療情報センター1（5272）0303�＝24時間
��������������� ＦＡＸ（5285）8080

休日急病当番医

｝

｝申

小松川区民施設 申込先 〒132-0034 小松川3～6～3
1（3683）7761

小岩アーバンプラザ 〒133-0051 北小岩1～17～1
1（5694）8151

往復ハガキで申し込み 12月10日c必着。重複申し込み不可。

教 室 名・内 容 日　　程 時　　間 定　員 費　用

アクアビクス 誰にでもできる水中
エアロビクス。18歳以上対象 15年１月７日～

３月18日の毎週
火曜（２月11日
を除く全10回）

11時～12時

各60人
（抽選）

2,000円水泳初級・中級（午後の部）
18歳以上対象。泳げない方もどうぞ 13時30分～15時

水泳初級・中級（夜間の部）
15歳以上対象。泳げない方もどうぞ 19時～20時30分

教 室 名 ・ 内 容 日 時 定員 費　　　　用

サトコ水泳教室
25ｍ以上泳げる方を対
象に高度な技術を指導
します

15年１月９日～３月27
日の毎週木曜13時～15
時（全12回）

50人

12,000円（初日に納入。
ほかにプール使用料200
円とコインロッカー代
10円が毎回必要）

コース 教　室　名・内　容 日　　程 時　　間 定員 費用

Ａ 初心者水泳教室
16歳以上で25m泳げ
ない方対象

15年１月６日～
３月31日の毎週
月曜（１月13日
を除く全12回）

14時30分～16時
各60人
（抽選）2,400円

Ｂ 19時～20時30分

Ｃ アクアトレーニング
水の抵抗・浮力を使
った水中トレーニン
グ。16歳以上対象。
泳げない方も可

15年１月９日～
２月13日の毎週
木曜（全６回）

10時30分～11時30分
各70人
（抽選）1,200円

Ｄ 19時～20時

申込先

電話で申し込み 12月２日b９時から先着順

往復ハガキで申し込み 12月９日b必着。申し込みは同一教室内１コースのみ。

問申

《往復ハガキ申し込み方法》

往復ハガキに希望コース名・住所（在勤の方は勤務先所在地、在学の方は学校名も）・
氏名（フリガナ）・年齢・性別・電話、返信面に住所・氏名を記入し郵送
※区内在住または在勤・在学の方優先。ハガキは一人１枚。記入もれのあるものは無効。
◎妊娠中の方・心肺機能に障害のある方はご遠慮ください。
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